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令和８年 第１回飛騨市教育委員会定例会議事録 

 

１ 日  時 令和８年１月２０日（火） 午後１時３０分 開会 
 

２ 場  所 飛騨市図書館２階 情報発信室 
 

３ 出 席 者 教 育 長  下出 尚弘 

       教育委員会委員  向川原 眞郷、平澤 千人、牛丸 洋子、谷口 陽信 

                 
 

４ 説明のため出席した者の職氏名 

       事務局長           大庭 久幸 

       参事兼教育総務課長      忍 哲也（欠席） 

       次長兼学校教育課長      平澤 啓介 

       次長兼生涯学習課長      柚原 徹守 

       文化振興課長           尾賀 寿治 

       スポーツ振興課長       西田  博和 
 

５ 書  記 教育総務課長補佐       加藤 憲子 

 

６ 議事日程 

 開会 

 

   第１  会議時間の決定 

   第２  議事録署名者の指名 

   第３  前回議事録の承認 

   第４  教育長の報告 

   第５  報告第１号   飛騨市教育委員会が教育長に委任した事務又は教育長をして臨時に 

代理させた事務の管理及び執行の状況について 

     

 閉会 

 

７ 議事録 

◎教育長（下出 尚弘） 

  皆さま、お疲れさまです。本日の出席委員は全員でございます。本会議は、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第 14条第３項に規定する会議開会の定足数を満たしております。そ

れではただ今から、令和 8年第１回飛騨市教育委員会定例会を開会いたします。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 
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◆日程第１ 会議時間の決定 

◎教育長（下出 尚弘） 

  日程第 1、会議時間の決定を議題といたします。 

  お諮りします。会議規則第 15条の規定により、会議時間を午後 3時 30分までとさせていただ

きますがご異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」との声あり。） 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、会議時間については、午後 3時 30分までと決定しました。 

 

◆日程第２ 議事録署名者の指名 

◎教育長（下出 尚弘） 

  日程第 2、議事録署名者の指名を議題とします。 

  会議規則第 35条第 2項の規定により本会議の議事録署名者に、谷口陽信委員を指名しますの

でよろしくお願いいたします。 

 

◆日程第３ 前回議事録の承認 

◎教育長（下出 尚弘） 

  日程第 3、「前回議事録の承認」を議題とします。 

  お手元にございます「令和 7年第 9回飛騨市教育委員会定例会」の議事録をお願いいたします。 

皆様には事前に配布させていただきましたが、何かご質問、ご意見等ありましたらお願いいた

します。 

 

 （「異議なし」との声あり。） 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、「前回議事録」については承認されました。 

 

◆日程第４ 教育長の報告 

◎教育長（下出 尚弘） 

  日程第 4、「教育長の報告」を議題といたします。 

お手元の資料をもとに報告いたします。主なものを述べさせていただきます。 

令和 7年 11月 28日から令和 8年１月 19日までの報告をさせていただきます。12月 2日に議

会本会議が開会されまして 18日までの日程で行われました。 

12 月 6 日土曜日には飛騨市学園構想「探究フェス」が、第 3 回目を実施いたしまして、前回

の 2回はこの西庁舎の大会議室をメイン会場に実施しておりましたけれども、今回は古川町コミ
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ュニティセンターでの実施となりました。飲食やいろんなブースも出して開催ということで、非

常に多くの方の参加もあり、また、発表する大会議室での、児童生徒、また宮川小学校の学校運

営協議会の皆さんの発表等ある中で、後ろの方では飲食をする人たちもいるというような、そん

な和やかな中で、新しい形での探究フェスを実施することができました。 

12月 9日火曜日、被爆体験講話ということで、長崎の原爆を体験されました三瀬清一郎さん。

御年 90 歳になられる方が、神岡中学校にお越しいただきましてお話をしてくださいました。前

日は山之村小中学校での講話もあり、実際に 80 年前に体験されたことを、ご自身の言葉で話さ

れ、平和の大切さ、命の大切さを子どもたちに語ってくださいました。 

12月 19日には、荒垣秀雄顕彰作文コンクールの表彰式が行われました。本年度は特に神岡小

学校からの応募が多く、事前に朝日新聞の記者による作文の指導講座もありまして、その関係で

例年よりも多い応募がございました。 

12月 23日火曜日には、神岡中学校の探 Q発表会に神岡町コミュニティセンターで参加させて

いただきました。これも先ほどの探究フェスにも関わるわけですが、年々子どもたちが、自分自

身の課題と問いをもって、それを地域に出て、地域の方と関わる中で課題解決に向けていく、そ

ういった探究学習の質的な高まりも見せているということを実感したところでございます。 

1 月 3 日ですが 20 歳のつどいが古川町神岡町 2 会場で行われました。教育委員の皆様にも、

年の初めから、来賓でお越しいただきましてありがとうございます。また後程 20 歳のつどいに

出ていただいた教育委員さんには、20歳の若者たちの様子等聞かせていただければと思います。 

1月 7日水曜日ですが、全日本高等学校女子サッカー選手権大会に出場しました石川県日本航

空高校の 2名、それぞれ飛騨市古川中学校出身の生徒ですが、すでに大会の方は終わっておりま

すので、出場報告ということで来てくれました。現在は、能登半島地震の関係もございまして、

石川県代表として出場してはおりますけども、千葉県鴨川キャンパスでの生活をしているという

ことでございました。 

1 月 13 日には全国アンダー15 バスケットボール選手権大会に、こちらもすでに出場しました

岐阜ダークプリンス所属の、古川中学校 2年の生徒が報告に来てくれました。 

1 月 15 日木曜日、森下外紀弘氏叙勲伝達式ということで、古川西小学校校長でご退職されま

した先生の叙勲伝達式を市長室で行われ同席させていただきました。 

1 月 18 日日曜日、泉原昭人展のアニメーション映像作品上映会が、市の文化交流センターの

小ホールで行われまして、大体 100人規模の会場ですが午前の部、午後の部、それぞれほぼ満員

になる大盛況の上映会が行われたところでございます。泉原昭人さんは、杉崎出身の方で古川西

小学校、古川中学校、吉城高校出身の地元出身の作家さんでございます。また 2月 1日まで展覧

会がございますので、またご覧いただければということ思います。 

1 月 19 日、昨日ですけども、新谷育英会の理事会がございまして、平澤委員にも出席いただ

きました。以上で報告を終わります。 

これより教育長報告の質疑を行ないます。質疑、ご意見等ございましたらよろしくお願いいた

します。 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

質疑が無いようですので、質疑を終結し、教育長の報告を終了いたします。 



 

- 4 - 

 

◆日程第５ 報告第 1号 飛騨市教育委員会が教育長に委任した事務又は教育長をして臨時に代 

理させた事務の管理及び執行の状況について 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

   日程第 5 報告第 1号「飛騨市教育委員会が教育長に委任した事務又は教育長をして臨時に代 

理させた事務の管理及び執行の状況について」を議題といたします。  

   事務局の説明を求めます。 

 

   大庭事務局長（「教育長」と呼ぶ声あり。）  ※以下、「教育長」との声の表記は省略する。 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

  大庭事務局長   ※ 以下、教育長の発言者指名の表記は省略する。 

 

◎事務局長（大庭 久幸） 

報告第 1号をお願いいたします。飛騨市教育委員会が教育長に委任した事務、または教育長を 

して臨時に代理させた事務の管理及び執行の状況について、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第 25条第 1項の規定により、飛騨市教育委員会が教育長に委任した事務又は教育長をし

て臨時に代理させた事務の令和 7年 10月 1日から、令和 7年 12月 31日までの管理及び執行の

状況を、飛騨市教育委員会教育長事務委任規則第 4条の規定により、別紙のとおり報告するもの

でございます。全 27事業ございますけど、この四半期の内 10月から 12月までの第 3期分の状

況について、各課長よりご説明いたしますのでよろしくお願いします。次ページからでございま

すが、5つの課で全 27事業について、終了した四半期第 3期分について各課長より説明をいた

しますので、よろしくお願いいたします。 

本日教育総務課長の忍参事が、別用で出席できませんので、私の方で代理をさせていただきま

すのでよろしくお願いします。1ページでございます。事業名は飛騨市が目指す学びづくりの推

進ということで、教育現場の視察でございます。10 月から 1 ヶ月の間にすべての小中学校に教

育委員さんが学校訪問ということで、教育現場を視察されました。 

また 11 月 7 日は県の市町村教育委員会連合会の研究総会ということで、郡上市で行われ、これ

にもご参加をしていただいております。 

次ページでございます。事業名飛騨市育英基金貸付事業です。10 月から欄を見ていただきた

いのですが、これも前回同様でございます。毎月の貸付金の振り込みということで、48 名とい

うことで同額の振り込みがございます。一方償還金の納付件数は若干のずれがありますが、この

ような記載の 3ヶ月の状況でございます。4月から 12月の納付累計でございますが、1,987万強

ということでございます。収入の未済の件数はございませんで、しっかり順調に事務が進んでお

るということでございますのでよろしくお願いします。 

次ページお願いいたします。事業名、学習環境及び職場環境の整備でございます。神小のプー

ルでございますが、前回は契約をして進んでいるということですが、その進捗でございます。 

機械設備の下のところに進捗率 42.5％とございますが、現在このような状況で進めておるとい

うことです。前回の会議でお示ししたかもしれませんが、1回この工事自体は、不落がありまし
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て、契約期間が少し伸びております関係で、来年繰り越しということで、何とか夏のプールの開

始の時期には間に合うような形で今進めておるということでございます。2つ目でございますが

学校施設の安全対策維持管理でございますが、遊具の関係の点検を 12 月の 9 日に完了しており

ます。その他各学校で小修繕、いわゆる突発修繕等ございますが、20 件ということで、これに

対応したというところでございます。 

次ページお願いします。事業名、特産品を使ったふるさと教育の推進でございます。10 月か

らの欄を見ていただきたいんですがまず「ありがとう給食」です。これはご存じのように市内の、

主にお菓子とか、そういったものを子供たちに、地元の業者さんのものを食べていただくという

ことで、10 月 11 月 12 月ということで大坪製菓や、パティスリーマツキさんや、黒内りんご等

のものを提供させていただいております。その次ですけども「ふるさと給食の日」ということが

ございます。これは地元のいわゆる特産品といいますか地場産品でございます。主に飛騨牛と米

のコシヒカリということで、古川国府給食センターについては 10 月の 16 日、河合については

10 月 10 日と、神岡山之村については 10 月 8 日ということで、地元産の食材でおいしい給食を

提供しているということでございます。あと 10 月 16 日ですけども、食育の授業ということで、

古川小学校の 3年生、とあと飛騨農林事務所によるホウレンソウクイズということで、ほうれん

草農家のお話をして食育授業を実施しているところです。 

自然にやさしいお米、脱プラ米ということですけども、これにつきましてはいわゆる水稲をや

る農業の中で、肥料にプラスチックコーティングがなされた肥料を従来使っていたのですが、そ

れが自然に溶けるということで川下への環境に配慮した新しい取り組みのものでございます。そ

れで作ったお米を、それぞれ使用したということです。一番下の無農薬、化学肥料不使用米とい

うことにつきましては、いわゆるオーガニックということで、こちらの米で給食を提供している

ということでございます。教育総務課の取り組みの事業につきましては、以上でございます。 

 

◎学校教育課長（平澤 啓介） 

それでは、学校教育課主管の 4つの事業について説明させていただきます。5ページをご覧く

ださい。ＩＣＴ機器を活用した学習環境の整備です。第 3四半期は、ＩＣＴを活用した授業づく

りにつきましては、ＡＩドリル Eライブラリですとか、学習支援アプリロイロノートというもの

を、活用した授業づくりを継続して取り組んでおります。また 2つ目ですけども、ＩＣＴ活用環

境整備としまして、ＷｉｎｄｏｗｓのパソコンのＯＳがセキュリティの期限を迎えることから、

それを更新する作業を行いました。 

次に 6ページをご覧ください。生きづらさ学びづらさのある児童生徒支援です。今期は、作業

療法士等の学校派遣について、延べ 38 回、すべての小中学校に派遣をしております。また、校

内教育支援センターについては、教育相談員、スタディサポーターの支援を行う児童生徒として

37名の児童生徒が、そこを学びの場として取り組んでおります。また、橋本学校心理士による、

児童生徒支援学校訪問については 5回の訪問を行いました。 

続いて 7ページをご覧ください。飛騨市学園構想の推進です。今期は、先ほど教育長の報告に

もございました通り、12 月 6 日に第 3 回飛騨市探究フェスを開催しました。本年度、古川コミ

ュニティーセンターを活用しまして、様々な展示、発表、出展を交えながら、いろいろな立場の

方の探究の取り組みについて、広く学ぶ場ということで実施をしました。幾つか紹介しますが、
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学校で言いますと、古川小学校はじめ 8 団体の発表をしていただきましたし、展示についても、

古川西小学校をはじめ 4校の展示、飛騨神岡高校、吉城高校、飛騨吉城特別支援学校も様々な形

で出店、展示、発表等に関わっていただきました。またそれに加えて今年度は、神岡町の老田屋

さんに、神岡中学校の探 Qとの関わりがあったのですが、そういったところで、中学生とコラボ

して作ったラーメンの試食を提供していただいたり、或いは河合地学協の方で、特産品等の販売

にも参加していただきまして様々な形での参加者を募った発表の場ということができました。3

つ目カリキュラム部会につきましては、11 月 15 日の古川中学校で実施しました避難所設営訓

練・運営訓練というものを中心に置きながら、防災学習カリキュラムの充実に取り組んで参りま

した。 

次のページをご覧ください。地域クラブ活動開始に向けた体制整備です。今期は、ほぼ地域ク

ラブへの移行もめどが立ってまいりまして、延べ 14 団体が地域クラブとして活動を開始してお

ります。コア会議を 4回実施いたしまして、推進会議も 1度実施をさせていただきました。今後

につきましては、令和 8年度から中学校の部活動がなくなりますので、本格的な地域クラブへの

完全移行というところで、細かな部分を詰めてまいりたいというふうに考えております。以上で

す。 

 

◎生涯学習課長（柚原 徹守） 

続きまして生涯学習課 7事業の説明を致します。9ページをお願いします。初めに、地域学校

協働活動推進事業です。河合小地学協において、子どもたちに生の英語に親しんでもらうための、

飛騨地域在住のアメリカ人などの 3名の方。英語のネイティブスピーカーですがこの方との交流

会を実施いただきました。また先ほどからありました、12 月 6 日の学園構想探究フェスにおい

て宮川小地学協の方で、事例発表を行っていただきました。11月 17日の推進会議では当課の職

員が講師となりまして推進員の方に、活動のアイデア出しのワークショップを行いました。 

次ページをお願いします。家庭教育推進事業です。当該事業は、各校のＰＴＡへ委託事業とし

てそれぞれで企画の上実施をいただいております。今期は古川小でゲームに関する講演会、河合

小で認知症サポーター講座、宮川小で命について考える講話、古川中で子育て研修会などを行っ

ていただきました。また、文科省の家庭教育支援チーム登録団体であるハルジオンと連携しまし

て、子どもや保護者自身の困りごとや生きづらさについて学ぶ講座を開催いたしました。 

次ページをお願いします。青少年健全育成事業です。古川部会でふれあい集会の報告書の発行、

河合宮川部会でかわいいなかーにばるでの啓発活動、神岡部会で秋のふるさと挨拶運動を実施い

ただきました。また、地域で子供たちの登下校の見守り活動を行っていただいております古小サ

ポーターの会が、その活動が認められまして、岐阜県が、子どもたちが地域で行う様々な活動を

支えている団体や個人の功績を称え、地域の教育力の向上を図る目的で行っております、岐阜県

地域子ども支援賞を受賞されまして、教育長より、代表の大谷さんへ伝達贈呈をいただきました。 

次ページをお願いします。次に子ども会育成事業です。子ども会については、少子化の影響も

あり単位子供会の存続や、役員の選出などが課題となってきております。今期は負担軽減のため

に、書面会議の開催などを行いました。またジュニアリーダークラブでは、10月 29日の神岡町

文化祭に派遣要請がありまして司会などを行っていただきました。 

次ページをお願いします。市民カレッジ推進事業です。今期の開催講座につきましては、添付
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の市民カレッジ開催状況をご参照ください。また、例年発行しております、前期と後期の講座の

開催案内の冊子に加えまして、今年度から掲載が間に合わなかった講座をまとめたチラシを発行

しておりますが、今期は 12月に発行し、折り込み配布いたしております。 

次ページをお願いします。公民館管理運営事業です。今期の利用状況は記載の通りです。中段

の予算額のところに記載しました通り、前回ご説明しました 12 月議会の補正予算において、不

足が見込まれます電気料について、264万円の増額予算を計上し、お認めをいただいております。 

次ページをお願いします。集落有施設整備事業です。各地区の集会施設の整備に補助金を出す

もので今期の追加の交付決定はございません。これも前回ご説明しました 12 月議会の補正予算

において諸般の事情で申請を取り止めた 2地区の分、342万 4,000円の減額予算を計上しまして

お認めをいただきました。生涯学習課事業は以上になります。 

 

◎スポーツ振興課長（西田 博和） 

それでは続きましてスポーツ振興課所管の事業についてご報告させていただきます。16 ペー

ジからとなります。基本的方向はすべての市民が親しめるインクルーシブ・スポーツの推進、最

初はスポーツ推進委員活動事業です。第 3四半期は、来月 2月に下呂市において開催される東海

4県スポーツ推進委員研究会において、飛騨市が持ち回りで発表を行うことから、それに向けた

会議を行った他、12 月 6 日には、飛騨地域のスポーツ推進委員に参加をいただき、発表会のリ

ハーサルを実施されています。また市内自治会や団体などからの要請で、軽スポーツやグラウン

ドゴルフの派遣指導を行われた他、11 月 9 日にはモルック大会を開催いただき、10 月に行われ

ましたねんりんピックサッカー交流大会では、2 日間の日程で延べ 10 名の委員の皆様に出席を

いただいております。 

次ページをお願いいたします。ウォーキング推進事業です。第 3四半期は 11月 9日に飛騨市、

久美愛厚生病院、飛騨市健康ウォーキングガイド協会 3者の連携協定に基づく、2回目の医療連

携イベントウォーキングを、ホテル季古里あさぎりの森コースにおいて実施し、久美愛厚生病院

循環器内科第 1部長の横山有見子先生の講演に加えまして、サントリーウェルネス株式会社から

作家の斎藤茂吉を祖父にそして北杜夫を父に持たれ、自身もエッセイストとして活躍をされてお

ります斎藤由香さんをお招きし講演いただきました。ウォーキング終了後は、ホテル季古里の協

力と久美愛厚生病院、牛丸管理栄養士の監修をいただいた、薬草を利用した栄養食を参加者全員

でいただき、多くの参加者の皆様から好評の声をいただくことができました。ガイド協会では、

定例ウォーキングの他、古川町の街中をコースとした、銀杏をめぐるイベントウォーキングも実

施されており、ウォーキングを通じた市民の健康づくりを推進することができました。また、荒

天のため延期となっておりました、ノルディックウオーキング研究会に委託をしております、ノ

ルディックウオーキングフェスタを宮川町種蔵のそば祭りに合わせて実施し、15 名の参加をい

ただき開催することができました。 

次ページをお願いいたします。基本的方向は地域資源を生かしたスポーツによる地方創生、ま

ちづくり、スポーツ行事推進事業です。第 3四半期は、今年度の最も大きな事業となる「ねんり

んピック岐阜 2025 サッカー交流大会」が 10 月 19、20 の 2 日間にわたって開催されました。開

催に向けてのスタッフ説明会や、大会前日に行われた、特別表彰式、監督会議など、大会当日に

向けた準備を行い、大会本番では多くのスタッフ、関係者の協力をいただき、大きなトラブルも
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なく、競技運営他大会を無事に終了することができました。またおもてなしや特産品販売、健康

づくりコーナー、市内保育園小学校による応援観戦なども、参加された選手の皆様から好評の声

をいただき、多少なりとも、市の魅力発信と、選手の印象に残る大会にできたのではないかと思

います。またその他として元旦に行われました、恒例のふるかわ元旦マラソンに向けた実行委員

会会議を行った他、11 月 24 日には、第 62 回飛騨駅伝競走大会を開催し、河合町の楽団ニュー

コメッツの応援演奏をはじめ、多くの市民の皆さんが沿道から小旗を振って選手に声援を送るな

ど、選手のみならず、市民も一体となって盛大に大会を開催することができました。 

次ページをお願いいたします。基本的方向は競技スポーツの推進と競技力向上、スポーツ団体

育成事業です。第 3四半期は、スポーツ協会主催の各種スポーツ市民大会や、恒例のみやがわマ

ラソンが開催された他、11 月 1 日には、初めての試みとなりますスポーツ協会主催の飛騨スポ

フェス 2025 が、古中体育館・古川トレーニングセンターで開催されました。このスポフェスで

は、古中マイプロジェクトの生徒や吹奏楽なども参加して行われ、スポーツの枠にとらわれない

文化も含めた一体的なイベントとして開催されており、多くの親子連れや子供たちが会場を訪れ、

趣向を凝らした各種スポーツ体験コーナーを楽しんでいました。また 11月 24日には、河合町遊

雪館において飛騨かわい剣友会による恒例の飛騨かわい剣道アカデミーが開催され、河合町出身

の有段者を講師としてスポーツ少年団に所属する多くの少年剣士が参加をされています。 

次ページをお願いいたします。ジュニアスポーツ応援事業です。第 3四半期は、スポーツ学童

事業の他、オリンピアントップアスリート事業においては今年度 2回目となる、ＦＣ岐阜子ども

サッカー教室を開催した他、昨年行われました全国高等学校軟式野球選手権大会において、史上

初の 4連覇を達成しました中京高等学校 3年、古川町出身の、田口天翔さん、内野歩さんが来庁

し、都竹市長へ全国大会優勝、4連覇の報告を行っております。そして、令和 4年度から実施を

しておりますスポーツ活動充実交付金ですが、12月末時点で 28団体からの申請を受け付けてお

り、事業完了団体から順次交付金の支払いを行っております。またスキー振興事業については今

年度も引き続き、市内小中高生へのリフト券無料補助を行っております。今年度からは小中学校

の新 1年生と、高校生のみ、新規無料券の発行を行い、その他は昨年度発行済みの無料券を引き

続き利用するといった運用といたしまして、1513 名の児童生徒を対象として事業を開始してお

ります。 

次ページをお願いいたします。基本的方向はスポーツ施設の機能強化と利活用促進、スポーツ

施設整備管理運営事業です。第 3四半期は 100万円以上の新たな施設整備事業に関する契約はご

ざいませんが、長らくご迷惑をおかけしておりました古川トレーニングセンターのバスケットゴ

ール整備が完了し、12 月 1 日から利用開始している他、かわいスキー場関連の圧雪車やリフト

に関する整備事業を完了し、本シーズンの営業をスタートしております。 

また指定管理施設事業といたしまして、11 月 6 日に指定管理者選定委員会が開催されスポーツ

振興課で所管しております、飛騨かわいスキー場の、次年度からの指定管理者として、引き続き

現指定管理者であります、株式会社飛騨ゆいを選定しております。そして飛騨市スポーツ施設整

備計画の改定に関しましては、12月 11日に第 2回目の改定委員会会議を行った他、市ホームペ

ージにおいて 12 月 26 日から 1 月 16 日までの期間、計画改定に関するパブリックコメントの募

集を開始しております。当初の計画から大幅な計画の見直しを行っており、今年度中の改定に向

けて事業を進めて参ります。以上で報告を終わります。 



 

- 9 - 

 

 

◎文化振興課長（尾賀 寿治） 

続きまして文化振興課の所管の事業について説明させていただきます。22 ページをお願いし

ます。図書館の管理運営です。第 3四半期の執行状況でございますが、前期に引き続き、図書の

選定、選書、貸し出し業務や各種イベント、また特集展示といたしまして、岐阜の図書館職員が

おすすめする岐阜本の展示、また探究フェスの連携特集などを行いました。 

次ページをお願いいたします。文化振興課が所管する文化施設、文化交流施設の管理運営でご

ざいます。執行状況でございますが、主な事業として、飛騨みやがわ考古民俗館関連では、11

月を石棒強化月間として 9 つのイベントを開催し、総勢 496 人の参加や体験をいただきました。

また、11月末までに 815人の入館をいただきました。江馬館関連ですが、今年度の営業が 11月

末で終了し、江馬館 4147人、高原郷土館 7179人の入館をいただきました。また、江馬館活用事

業イベントでは、昨年も大好評でありましたオクトーバーフェスを開催し、821人と多くの方に

訪れていただきました。また、お堀修繕ワークショップの他数多くのイベントを開催し、地域の

貴重な文化財を知っていただくとともに多くの方に楽しんでいただきました。美術館では 10 月

から玉谷春輝展を開催いたしまして 885 人の入館をいただきました。また、出張美術館として、

宮川小学校へ出向き、所蔵する田中一郎の写真を展示し、小学生たちに美術昨品を見る楽しみを

学んでもらいました。 

次ページをお願いいたします。伝統文化継承支援でございます。執行状況でございますが、市

民音楽祭実行委員会への補助金交付、河合地歌舞伎公演の助成を行いました。 

次ページをお願いいたします。姉小路氏城跡保存活用事業・江馬氏城館跡保存活用推進事業で

ございます。執行状況でございますが、主な事業として、江馬館関連では、福井市で開催されま

した第 49 回全国遺跡環境整備会議におきまして、一乗谷朝倉氏遺跡博物館での発表を行い江馬

氏城館跡整備及び活用に関する事例を報告いたしました。この発表を通じ参加した全国の自治体

関係者に対して、飛騨市の取り組みや、史跡の活用のあり方について、広く理解していただく機

会となりました。姉小路氏関連では、飛騨市公認の山城ガイドによるツアーを、古川城及び小島

城で実施、その後、城郭研究家の加藤理文先生、城郭ライターの萩原さちこ先生をお招きして、

講演会を開催。午前午後合わせて 126名が参加されました。 

また、姉小路氏城跡保全活用計画について住民説明会を開催し、学芸員による、これまでの成果

に関するミニ講座、あわせて計画案について説明を行いました。 

次ページをお願いいたします。埋蔵文化財発掘調査等事業でございます。執行状況でございま

すが神岡町上朝浦遺跡での工事立ち会いの他、遺跡区域内の開発に対する問い合わせの対応や、

開発行為に伴う届け出などを行いました。 

次ページをお願いいたします。文化財の保護・保存・活用事業でございます。執行状況でござ

いますが、古川祭屋台の白虎台の車輪の修理の補助金交付、また古川町中野の大洞平第 2古墳の

補修作業、また神岡町の松葉家の屋根の修繕などを行いました。文化振興課の説明は以上です。 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

  説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はございませんか。 
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◎教育委員（向川原 眞郷） 

  いつもご苦労様です。年が明けてこの数日会議があちこちとあり、少し混乱しているところも

あるかもしれませんが、まず、昨日学校安全支援事業ということで、教育事務所、県教委からも

来ていただいて、防災に関わる取り組みについての話し合いがありました。これは知っておいて

いただきたいということなのですが、防災について、今の子どもたちのマイプロに関わる活動と

うまくマッチングさせて、子どもが実際に主体的に避難所開設の運営に関わるということで、地

域住民とも関わって、11 月 15 日に行われたのですが、実は、古川中学校の位置は 24 区という

行政区のエリアに入るのですが、私も 24 区にいて、役員の会合や総会へ行くと、今年はこうい

う会があり本当によかったと、地域の皆さんがその防災訓練のときに行われたその活動について、

そういう意見を皆さんおっしゃって、非常に地域からも高く評価を受けているんですね。要は、

防災の中で子供たちが守られる側ではなくて、自分たちも一緒にその防災のために機能できる、

そういう人材というか、そういう立ち位置で参加するということで高校生も加わり、中学生や小

学生も加わるという形で活動できたと。それを目の当たりにしたその地域住民にとっては非常に

すばらしい活動でしたねって。普段なかなかそういう子どもと地域の年寄りが関わりということ

は持てない。昔の環境と違うので、子供にとっても、地域の者にとっても非常に貴重な時間だっ

たっということなんですね。このことが、今の教育委員会の学園構想の中で非常に重要なポイン

トで、つまり、多種多様な人たちとの関わり方を小さいうちから経験していくということで、地

域に馴染んで地域のことを知って、そしてその力が社会力として、いずれ将来子どもたちの生き

ていく力になっていく、或いは地域の活性化に繋がっていくと、こういう学園構想の発想という

考えだと思うんですね。そのことを受けて実は今夜、子ども子育て会議という子育て応援課の会

議に出させてもらうので、昨日その打ち合わせに行ってきたのですが、なかなかうまく立ち入っ

て話ができないのが何か歯がゆいところもあったり、わけもわからずに話してしまったりしてい

るのですが、前回のこの会のときに私が申し上げたように、幼保から小への繋がりというときに、

どうしても所管を超えたそういうギャップがあって、なかなか交流というところから連携という

ところに、今差しかかってるところがあるのだろうとは思うのですが、その辺の強化が必要なの

ではないかというお話をさせていただきました。そのことを思うと、子育て応援課の今夜の会議

資料を見させもらうと、今度の計画が第 3期になり、5年ずつの単位でやるという計画の 2年目

が令和 8年ということで動くのですが、未就学の子どもたちが就学していくというときに、やは

りそこに何か組織的な構造的な関わりが必要なのではないかということで他市の例も出させて

いただいてお話をさせてもらいました。しかし、うちの場合に考えたときにはやはり学園構想の

中で保小中高と昨日は大学もなんていう話も出ましたが、そっちよりも、保小というところの関

わりをやはりもっと充実させるということが大事だろうと。その中の取り組みとして、今我々が

取り組んでいる学園構想の中で保小というふうに動いているところを、その学園構想の立場の中

からもっと動くということができないだろうかと。そうしたときに、子ども子育て会議の子育て

応援課さんの取り組みと、こちらの教育委員会とのリンクしている何か取り組みといったものが、

どの程度されているのかということを思ったんですね。教育委員会事業の評価、ＡＢＣＤランク、

そういうふうに評価されている。大体うまくいってるというとこはＡがついてるのですが、その

評価が悪いところが、例えば、生涯学習とか、青少年育成みたいなところがそこに事業として確

か関わってますよね。一応向こうとの連携で、あちらの資料の中でも、そういう部分が評価され
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ているのですが、やはり教育委員会に関わっている子育て応援課の事業との関わりのところの評

価がやはり低く出ているんですね。これはもう構造的に組織がそのように分離しているので、な

かなかそこはやはり課題なんだろうなということが出ているのだと思うのですが、学校教育課も

何の授業だかは忘れましたけど、それについての評価がやはり低く出ているんですね。私達とし

ては、今の学園構想の発想でこういう活動等で、こんな子どもたちをこんな力を育てていこうと

いっている、先ほど言った多種多様な人たちの関わりを作っていきましょうというような部分を、

やはりもっと子育て応援課の方との連携を確かにするべきなのではないか或いは、今やれている

こととというのはどんなことがあるのかとか、その辺ちょっと整理すると、飛騨市なりの方法で

うまくこれから関わっていくことができるのではないかなっていうような思いがして、こんな話

をしました。要は、現状、子育て応援課との関わりみたいなところで、学園構想の流れ、考えと

いうものがどれだけ共有されて、そして、それを基盤にいろいろな事業の取り組みがされている

のかという辺りを教えてもらえればということで話をさせてもらいました。 

 

◎学校教育課長（平澤 啓介） 

  はい、ありがとうございます。保小の連携をどのようにというようなご質問だったと思います。 

まず、学園構想ということでいいますと、ちょうど今年、過去 6年間、第 1章 3年間、第 2章

3年間に取り組んできた取り組みを一旦振り返りながら、この後の取り組みをどう進めるべきか

ということで、次年度以降の方向を検討しております。その中で、子育て応援課ということでは

ないのですが、各保育園の園長先生の代表の方に、去年から 1年間ずっと参画をしていただいて、

保育園の立場で子供をどう育てていくか、小学校にどうつないでいくか、小学校の立場から、保

育園からの学び、保育をどうつなげていくかという点も含めまして、どういう学園構想の方針を

持っていくといいかということを検討進めておりますので、そうした視点をきちんと持った上で、

取り組んでいく必要性は私どもも感じておりまして、そこを一層整理していきたいと思っていま

す。 

具体的な例で言いますと、やはり保育と教育は違うところがあるので、なかなか繋がりにくい

ところもあるのですが、様々な点での交流、あとはつなげる関わりということは幾つかありまし

て、例えばその各学校の探究の取り組みの中では、古川中学校が保育園を訪問して、クリスマス

のときに吹奏楽の子たちがクリスマスの衣装を着たり、演奏しながら楽しませるようなことをや

ったり、或いは神岡の小中学校では保育園に行って、子どもたちを楽しませるプロジェクトを実

施したりというようなところで、そういった交流は常に行ってきております。 

またそのつなぎをうまくしていくというところで言いますと、例えば先ほどの報告にもありまし

たが橋本学校心理士が、学校心理士の訪問をしているのですが、数年前から保育園の方にも、年

に 1度必ず訪問をさせていただいて、すべての園児の状況を把握しながら、保小中の 12年間を、

同じ先生にずっと見ていただきながら、子どもの育ちを見守っていくような取り組みを継続して

取り組んでおりますし、また来年度からは作業療法士を保育園にも派遣しまして、小学校にいか

につなげていくかという点と早期の支援で、小学校へのハードルを下げていこうというような取

り組みも進めていく予定でおりますので、今ご指摘いただいた保小の連携充実をさらにというと

ころについては、引き続き私どもも課題意識を持ちながら取り組んでいきたいと考えております。 
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◎教育委員（向川原 眞郷） 

  ありがとうございました。中学生が例えば保育園へ行って、保育士さんのかわりみたいな気持

ちになって、体験的にそういうところに入って子どもと一緒に活動するとか、そういったことを

続けていくということが大事なことだと思いますし、それを体験する子どもにとっても大事なこ

とで、とても有効なことだと思います。そのことが子どもの育ちの中で、こういうふうに大事な

んだということを、保育園の保育士さん、今、園長さんとの合同の会をやられるということなの

で、これも本当に大事なことだと思うのですが、やはりその活動がこういう意味で本当に学園構

想で願っている、そういう人の姿に繋がっていくということがうまく、その意義が共有できるよ

うに、今後も活動のあり方とか、活動の連続性みたいなことを工夫してっていただければもっと

保小の連携ということがやっていけるんじゃないかということを思いました。今度、保育園に行

けそうな感じもあるのですけれども、そんなことを一助になれば、私どもも勉強しながらという

思いで行っていきたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

 

◎教育委員（谷口 陽信） 

  説明ありがとうございます。教育総務課の 4ページに質問ですけれども、オーガニック給食と

いうことで、オーガニック給食を続けてきて今、お米があったということですけども、子どもた

ちの反応とか、どうだったかというのを聞きたいのと、オーガニックということで、無農薬とい

うことですけども、トマトとかあったようですが、農薬がないということで虫とかが混入してい

たとかそういうことはなかったのかということと、もし今後給食が無償化になった場合、こうい

った少しお金もかかるのではないかと思うのですが、継続していただけるのかということを教え

てください。 

 

◎教育委員会事務局長（大庭 久幸） 

ご質問の件ですけれども、正直なところですが、お米については、説明をして食べて、何か違

う、美味しく感じるというか、そういうレベルという言い方は少し違うかもしれませんけどれど

も、意識して食べることによって、目隠とは言いませんけども、食べ比べしても、なかなかその

辺の差異というのは出てこないと思います。ただここで申し上げたいのは飛騨市の誇りという部

分で、これだけ野菜とかお米とか、清らかな飛騨の産地でこういったおいしい食材が取れるとい

うことを子どもたちに感じていただいて、そして将来、農業をやられる方もいるかもしれません

けれども、飛騨にはこういう魅力的な野菜とか、食べ物を作っていると誇りという部分と、あと

農家の方への感謝の気持ちというようなことを、心の情操という部分も意味を込めてやってると

いうところでございます。あとやはりふるさと教育の飛騨牛の肉に関してはやはりおいしいとい

うことで、カレーに煮込むとかいう部分で評判は高いということは聞いております。今の給食費

の関係で、今後の見通しということなんですが、これら飛騨市の場合、ふるさと納税の原資とい

うことでそちらの方から、給食費とは別に、この食材にかかる費用については捻出してるのです

が、ただふるさと納税も非常に今揺らぎやすい財源で、ルールが厳格化されてきており、昨年で

すと締め切りでも若干総額が 12億だったかその前は確か 15億ぐらいなんですが、全部この給食

に入るわけではなく、文化財の中村家の屋根とかいろんな部分のメニューのある中の 1つという

ことですので、そこに寄付していただく方の相対的な寄付額によって捻出してるわけですけども、
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ただここは将来的に総務省のルール変更等で、どんどん変わってくる可能性があるというところ

でございます。と言いながらも急激な減少に対応するために寄付額の半分は残しつつ、もしこの

制度がなくなっても、徐々にソフトランディングしていくような考え方を飛騨市は持っておりま

すので、極端なふるさと納税制度によって給食の支給ができなくなるということは対策としては

考えているということでございます。あと、異物の混入ということで、どうしてもオーガニック

のお米とかいう部分については残念ながら、混入の実例はあるということです。ただこのことに

ついても、生産者の方にすぐに申し入れをいたしまして、そういうことがありますと今後この事

業としてはやっていけないということで、農林部の食のまちづくり推進課と絡みながらやってい

るわけですけど、そちらの方と連携をしまして、しっかり対策を今後打つという書面の考え方を

得て継続して、今のところはやらせていただいてるというところです。 

 

◎教育委員（牛丸 洋子） 

教育総務課の 3ページの安心安全な教育環境の整備ということで、空調整備をどんどん進めて

いただいて非常にありがたいことだと思っています。学校施設の安全ということで、体育器具の

点検があったようですが、他にも突発修繕 20 件ということで、お金もかかると思うのですが、

何か大きな修繕というか、急を要することがあったかどうかを教えてください。 

 

◎教育委員会事務局長（大庭 久幸） 

  手元に資料がございませんので、後ほど回答させていただきます。 

 

◎教育総務課長（忍 哲也）※協議会時回答 

遊具、体育器具の点検委託でございますが、これは毎年実施をしておりまして、小中学校 8校

のすべての遊具と、例えば体育館の中のバスケットボールですとか、サッカーゴール等すべての

ものを点検しております。外で言うと例えばブランコですとかすべり台、鉄棒等で、今年はこれ

をやるというではなく、全部の施設が対象になっておりまして、その危険度を全部判定して、危

ないものは一旦停止をして直して提供していくというようなやり方をしております。資料で突発

修繕 20件、前回も 19件ということでかなり多いですが、これにつきましては、今ここに挙げて

る 20 件は小規模修繕ということで、20 万とか 30 万くらいのものが非常に多いのですが、代表

的なものは例えば西小学校の監視カメラの修繕ですとか、カーテンが古くなったものの取りかえ

ですとか、エアコンの修繕などもよく出ておりますが、大きなものはまた別の政策的な予算で対

応しておりますが、今回 20 件というのは、そういったような細かいものです。学校からそうい

うご意見があったら、すぐこういう突発修理で対応させてもらうということでございます。 

 

◎教育委員（牛丸 洋子）※協議会時意見 

12 月 9 日なのでまだ結果が来てないってことですか。来ているなら例えばこれはもう使えな

いとか危険だから修理を要するというのがあったら教えてください。 

 

◎教育総務課長（忍 哲也）※協議会時回答 

遊具等の点検結果につきましてはいただいておりまして、例えば、古川小学校のジャングルジ
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ムの間隔が少し狭いとか、今、悪いところだけではなく機能的に今の安全基準に照らし合わせて、

間隔が狭かったりしたものは、そういう適正な間隔に直すとか、そういったような判定を受けて

おりますので、そういったものもすべて対応していきたいということで考えております。今は全

校で 22 ヶ所。ブランコですとか、雲梯ですとか平行棒、こういったものの今危険度があるとい

うことを、判定いただいておりまして、それの見積もりいただいておりますので、それを来年ま

た予算化計上していますので、修繕をしていきたいと思っております。 

 

◎教育委員（向川原 眞郷）※協議会時意見 

中学校の場合、例えば低鉄棒だとか教育課程で今扱わないのです。変わるんですね。でもぶら

下がることなんでそこに修繕する金を使う必要はあまりないのではないかぐらいの気持ちで、実

際のところ見ていないのでわかりませんがそういうことがあるかもしれない。それともう 1つは、

学校に桜はつきもので、桜の木が 50年とか 60年とか、もう寿命が来ているようなものが古中の

堤防にあって、よく見るとひどいので、他の学校もそういうもう何十年と経ってる木があると思

うので、それが倒れてけがをすると危ないので、学校へ伝えていただけるといいと思います。 

 

◎教育総務課長（忍 哲也）※協議会時回答 

今の件、ご意見の通りだと思うのですが、まず遊具に関しましては、おっしゃる通りで、やは

り利用状況で、前は使ってたけど今使ってない等結構ありますので、そこはとにかく今あるから

既存のもの全部直すということではなくて、使わないものや危ないものは、学校としっかり相談

しながら、撤去する方向で調整をしております。なかなか遊園地のようにはできないので、本当

に学校の授業等で必要なものは、整備をしっかりしていくといった方向で今考えております。 

あと樹木に関しては非常に大事なことで、今公園も同じでして、前はとにかく木を切るなという

方もみえたので、本当いろいろなところに聞かないと、木をかまえないという状況もあったので

すが、やはり冬を越すと枝が折れていたり、危ないところもかなりありますので、しっかり学校

と一緒に点検をしながら、枝をしっかり切ったり、必要のないようなところは伐採するような方

向も、しっかり併せて考えていきたいと思っているのですが、なかなか伐採はかなりお金がかか

りますので、とにかく安全側でどうしたらいいかということを、しっかり現地確認しながら対応

していきたいと思っております。 

 

◎教育委員（平澤 千人）  

  学校教育課の 8ページの地域クラブ活動について、各学校生徒さんとか保護者とか地域の方の

説明会とか、令和 8年からということですので 4月からということですが、地域の方々、そして

学校関係の方々の理解は、もう 3ヶ月ほどですけども、どのような反響でどのようなことを思っ

てみえたのか、そしてうまく移行していけるのかというところを教えてください。 

 

◎学校教育課長（平澤 啓介） 

はい。地域クラブの完全移行に向けてということでは昨年度から小学校 4年生以上の保護者に

対して中学校 3年生までの保護者、児童生徒に対して、定期的にその進捗状況や、地域クラブに

なるとどのように変わっていくのかという情報提供を行ってきております。そういった中で、感
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触、或いはアンケートの結果として、地域クラブへ移行することについては理解をしていただい

ていて、何とかそういう環境が変わる中でも、子どもたちがやりたいスポーツですとか文化芸術

活動ができるように、一緒になって取り組んでいきたいという思いでいてくださる方が大多数だ

と把握しております。ただ当然ですが、今まで中学校がそういった部活動という形で担ってきて

おりますので、部活動のままだったらよかったというような思いですとか、或いは部活動のとき

よりは、やはり活動の幅も狭まる部分がもしかするとありますので、そういった部分への心配と

いうことは現状においてもやはりあります。来年度の 4月から部活動はなくなるわけですけれど

も、引き続きクラブ活動に移行した段階での困りごとや課題は当然出てくると思いますので、そ

ういった部分を丁寧に確認して取り組みながら、8年度になったから終わりということではなく

て、それからも継続してサポートを進めながら、数年かけて何とかこういった体制が定着してく

るように努めていきたいと。そういう中で、移行してよかったと思ってもらえるようにしていき

たいと考えております。 

 

◎教育委員（谷口 陽信） 

学校教育課に質問というかここにある生きにくさだとか、あとタブレットというところで、最

近ニュースで、学校のいじめをＳＮＳに上げて、そこまで来ると学校も教育委員の方も対応した

結果、警察の方が介入して逮捕者が出たという事件があったのですが、あれを見ると本当にどこ

でも、今後普通に飛騨市でもありえないとは言えないと思ったのですが、そういった場合があっ

た時、学校や教育委員で解決していかなければならないのですが、そういうふうにＳＮＳでも上

がってなくても、今後暴力事件とか、命に危険があるものは警察を入れるのかとか、ＳＮＳで上

がった場合どういった対策があるの等、どういった考えがあるのかを聞かせてください。 

 

◎学校教育課長（平澤 啓介） 

委員が今おっしゃった通り、飛騨市においても同じことは起こりうると思いますし、深刻さの

違いはありますが、ＳＮＳに関わるようなトラブルですとか、動画の撮影に関わるようなトラブ

ルというのは飛騨市でもやはりあります。そういった状況の中で、まずはやはりそういった何か

状況が起こったときに、それを見過ごさないということが第一だと思っていますので、普段の教

職員の様子を観察するということですとか或いは様々なアンケート調査、或いは相談業務にあた

っているカウンセラーとか、教育相談員とか、そういったところで多様な窓口を設けながらとに

かくそういったいじめやトラブルに関わるような状況があったときに、早期に見つけて、早期に

対応するということを最優先に取り組んでおります。そういった中で、ＳＮＳのトラブル等も把

握をして、早期に対応が今のところは進められていると考えています。ただ重篤なケースも今後

起こってくる可能性はあると思いますので、そういうときには、様々な関係機関がありますので、

例えば法的な部分で言いますと、市の顧問弁護士ですとか、或いは刑事事件的なところで言いま

すと警察ですとか、或いは飛騨教育事務所、県の事務所の方に生徒指導担当というものがおりま

すので、そういった関係者からの助言を仰ぎながら、とにかく安易な判断をしないといいますか、

きちんとそういった根拠を持って適切に対応を進められるように体制を整えてまいりたいと思

っていますので、緊張感を持って向かっていきたいと思っております。 
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◎教育委員（谷口 陽信） 

  ありがとうございます。 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

  説明が終わりました。これより、質疑を行います。質疑、ご意見等はございませんか。 

 

◎教育長（下出 尚弘） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。これで報告第 1号を終結します。 

 

 

 

◆閉会 

◎教育長（下出 尚弘） 

  本日の議事日程は、これで全て終了いたしました。 

  委員の皆さま、事務局、議案のほかに何かございませんか。 

 無いようですので、これをもちまして令和８年第１回飛騨市教育委員会定例会を閉会といた 

します。皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

閉 会  午後 2時 45分  

 

 

議事録署名者 

 

 

             飛騨市教育委員会委員                    

 

 

 

             飛騨市教育委員会教育長                   


